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金
揮
官
蹟
志
巻
廿
一

本
瞬
間
闘
懇
観
大
妨
井
紹
連
加
州
第
二
遺
跡
也
，
素
意
勿
ν
令
ν
失
.
と

開
組
益
山
締
師
の
申
し
置
か
れ
し
締
剥
に
て
、
貨
に
嘗
閣
に
て
は
大

衆
寺
に
次
ぎ
た
る
悌
剥
た
り
し
と
と
、
右
笹
山
締
師
の
置
文
に
て
い

ち
じ
る
し
。
砲
尾
記
に
、
浮
住
寺
は
、
大
衆
寺
関
山
徹
通
締
師
、
父

の
菩
提
の
第
に
建
立
す
と
い
ふ
。
奮
地
は
、
今
の
小
姓
町
地
裁
橋
の

越
に
あ
り
た
り
。
則
ち
地
裁
橋
は
共
頃
寺
の
境
内
に
あ
り
。
と
い
へ

り
。
今
按
宇
る
に
、
徹
通
路
師
の
建
立
也
と
い
へ
る
は
非
た
り
。
奮

地
は
、
小
姓
町
欝
藩
士
協
同
氏
の
邸
地
に
て
、
彼
の
葱
邸
に
あ
り
し

石
地
臓
は
‘
滞
住
寺
此
の
地
に
あ
り
し
頃
の
働
像
友
り
と
い
へ
り
。

貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、
今
の
寺
地
は
.
営
寺
中
興
庭
堂
和
倫
之
時
.

大
豆
田
村
民
於
而
二
千
三
百
歩
拝
領
仕
。
と
記
載
し
‘
寺
記
に
も
同

様
に
載
せ
た
り
。
大
豆
固
に
て
寺
地
を
賜
は
り
移
柑
押
せ
し
年
暦
、
い

ま
だ
詳
か
た
ら
宇
。

。
無
涯
智
洪
鵡
師
侮

日
本
澗
上
聯
燈
鎌
陀
云
ふ
。
加
州
法
苑
山
滞
住
寺
無
涯
智
決
勝
師
e

本
州
之
産
也
.
妙
年
出
v
俗
，
受
昌
業
於
可
鍛
鏡
西
堂
二
位
=
大
衆
一
謁
昌
釜
山

和
倫
吋
一
停
v
居
=
侍
司
↓
…
捜
鋒
笑
遁
ψ

志
集
結
倫
d

山
恒
撫
日
.
是
杏
家
民

獅
子
見
也
d

師
益
極
ν
意
d

研
究
積
v
年
@
不
v
見
=
惰
容
↓
一
途
入
=
堂
奥
-
突
e

檀
無
位
の
寺
院
底
止
の
官
令
に
依
っ
て
.
雨
塔
頭
の
名
を
陵
せ
り
。

。
竹
周
氏
下
邸
跡

此
の
下
邸
は
、
一
元
組
竹
岡
市
三
郎
の
時
、
利
常
卿
よ
り
賜
は
り
し
か

E
.
共
の
年
暦
等
未
だ
鮮
か
も
仏
ら
宇
。
改
作
所
奮
記
に
‘
延
質
問
年

大
豆
田
村
領
近
所
竹
田
五
郎
左
衛
門
下
屋
敷
之
脇
島
一
宮
々
。
と
い
ふ

事
見
え
た
り
。
奮
藩
中
は
竹
田
家
中
と
稽
し
・
此
の
地
に
家
士
共
居

住
す
。
明
治
陵
審
置
鯨
戸
籍
編
成
の
時
よ
り
、
竹
岡
町
と
稀
す
。
叉

按
や
る
に
・
延
貨
の
頃
ま
で
は
、
竹
田
氏
下
邸
を
ぽ
川
下
の
街
尾
と

・
注
し
た
り
け
ん
、
延
貨
の
金
担
仲
間
に
下
の
如
く
因
し
た
り
。

改
作
所
醤
記
延
貸
四
年
僚
に
、

向
後
一
御
用
地
に
被
a
召
上
-
候
故
‘
地
子
之
所
忠
一
以
如
、

替
地
相
渡
候
所
之
島
品
。

一
、
大
豆
岡
村
側
近
所
竹
岡
五
郎
左
衛
門
下
屋
敷
之
脇
畠
所
。

一
、
宮
腰
口
三
位
近
所
青
山
勝
監
下
屋
敷
後
畠
所
。

一
、
宮
腰
口
深
美
右
京
下
屋
敷
之
後
近
所
。

自
飴
時
且
潟
之
吋

右
地
子
地
に
有
v
之
小
家
御
用
地
被
品
召
上
-
候
。
奔
領
地
相
渡
り
申
者

共
、
向
後
勝
手
戎
第
避
し
可
v
申
候
哉
与
奉
v
存
候
庭
、
何
茂
設
a

命
州
議
-

金
滞
古
蹴
志
血
管
骨
一

一
冗
亨
三
年
二
月
d

山
以
v
師
楠
=
滞
住
席
↓
付
ν
衣一

xh向
。
晩
夜
昌
澗
谷
一
襲

光
益
畠
‘
光
明
帝
稔
=
師
之
名
↓
一
特
護
-h・
伎
-
逸
品
働
舎
利
一
一
期
プ
於
=
山

中
-
建
昌
三
重
賓
塔
日
。
詔
篤
=
織
災
道
場
吋
時
暦
麟
元
年
臓
月
也
a

既
而
伊

事
蹄
a
浮
位
吋
以
=
銅
山
腹
二
年
辛
卯
五
月
九
日
-
書
一
v
偏
別
ν
衆
.
情
然
而
逝
。

茶
昆
分
骨
。
磁
晶
子
浮
住
・
洞
谷
↓
塔
田
昌
新
盟
吋
出
a
寂
室
光
一
人
-
と
。
按

宇
る
に
、
無
涯
締
師
出
家
し
、
初
め
て
受
業
あ
り
し
可
銭
鏡
西
堂
も
、

則
ち
浮
住
寺
の
住
持
な
り
け
ん
。
同
聯
燈
鍛
に
、
越
中
州
信
光
寺
珍

山
源
照
締
附
加
州
人
，
投
昌
博
一
住
寺
可
鍛
鏡
西
堂
吋
一
需
品
騒
烏
吋
一
鏡
滅
後

哀
=
遺
命
↓
一
純
白
啓
一
山
和
尚
吋
乃
就
【
為
子
列
-
一
式
々
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
無

涯
締
師
は
、
盛
山
和
倫
の
推
拳
に
依
り
て
滞
住
寺
二
世
と
怠
り
、
寂

室
和
備
は
そ
の
三
世
に
て
、
庭
堂
和
倫
を
中
興
と
は
す
る
た
り
。

。
塔
頭
雲
門
軒
新
盤
庵

本
寺
由
来
替
に
云
ふ
。
雲
門
軒
は
、
浮
住
寺
三
代
寂
室
和
倫
関
昌
基
之
吋

地
久
敷
中
絶
之
島
、
十
一
代
玉
岡
和
倫
正
保
二
年
再
興
。
新
型
庵
は
、

滞
位
寺
二
代
無
涯
和
倫
之
開
基
に
而
、
爾
塔
頭
共
本
寺
境
内
陀
有
v

之
。
と
あ
り
o
右
新
盤
庵
は
、
無
涯
締
師
の
停
に
、
茶
昆
分
骨
，
減
昌
子

滞
住
・
洞
谷
プ
塔
日
a

新
盟
吋
と
あ
る
是
た
り
。
三
一
筒
屋
版
の
六
用
集
K
.

湾
住
寺
塔
中
雲
門
軒
・
新
型
庵
と
載
せ
た
れ
ど
、
明
治
の
初
め
、
無




